
 
 
 

株主の皆様へ 
 
拝啓 早春の候、株主の皆様におかれましては、平素より格別のご支援を賜り、厚く御礼  

申し上げます。 
この度は、当社の株主である山田雄三氏（以下、提案株主といいます）からの臨時株

主総会招集請求および株主提案にあたり、株主の皆様にご心配、ご迷惑をおかけしてい

ますことを深くお詫び申し上げます。また、提案株主の代理人弁護士からの書類送付に

より不安や不審に思われた株主様や、当社からの近況報告が交錯してしまい重ねてお詫

び申し上げます。 
この件に付きましては当社のホームページの新着情報＆お知らせの※ 近況報告（全ての

皆様へ）の中にまとめております。また、書面にてご必要な株主様は、総務部広報課（代表 
０５６９－２９－０２０２）までご連絡いただければ、直ちにご送付させていただきます。

ご連絡はＦＡＸ（０５６９－２９－０２０６）またはメール（info@chukyoiyakuhin.co.jp）
でも結構です。 
 
 今回の株主の皆様へご報告する内容は当社の経営方針に向けての実際の取り組み(一部分

で恐縮ではございますが)と CSR(企業の社会的責任)の案内についてです。それは、前回の

株主の皆様へお送りしました近況報告より、株主様からお問い合わせをいただいたことによ

ります。当社の業績向上のための取り組みのご紹介ではございますが、全てをこの紙面にて

紹介できず一部分の資料になっていることを何卒、ご了承下さい。 
 先に、昨年の東日本大震災復興支援の一環といたしまして、当社のコア（中核）ビジネ

スである常備薬事業（配置営業部）の「ふれあい業」を通して、被災された方々の健康づ

くりを支援させて頂くために、日本国際飢餓対策機構の震災被災者支援プログラムに参加

し、避難所から仮設住宅などに入居された被災者の皆さんへの生活支援として「置き薬プ

ログラム」を始めました。宮城県仙台市内の仮設住宅に出向き、一軒一軒に声をかけなが

ら薬箱（利用者は２年間無償利用）の設置をおすすめしました。更に、当社独自の支援（義

援金、お薬等の支援物資、復興支援コンサートなど）も併せて行い、これからも引き続き

被災者の方々をご支援させていただきます。 (同封いたしました資料をご参照下さい) 
 
 当社は事業の成長戦略の一環としまして経営方針にございます「これまでのマンパワー

(営業社員の個々の能力)による販売に加え、社の全部門・全社員で総力を挙げお客様生涯価

値創造のマーケティング活動を進めて事業能力を高めていきます」を基軸に進めています。 
 その為、当社はマーケティング部やお客様相談室および製造・販売・管理部門の組織横断

のプロジェクト(CI プロジェクト、アクアマジック One-Way プロジェクト)を設置し、その

メンバーが協議し、企画を立案し実行に移して事業能力を 1 つ 1 つ高める施策を行ってお

ります。その取り組みの一部をご紹介いたします。 
 



１． 昨年の 5 月 24 日に受賞しました「2011 年度モンドセレクション金賞受賞」につい

てご報告いたします。(同封いたしました資料をご参照下さい) 
これは CI プロジェクトから生まれた案で当社は初挑戦で 2 品目出品し、2 品目共

に「金賞」を受賞しました。社員からは商品へのプライドが更に高まり、お客様に、

より良い商品を提供している説明ができて業績向上に結びついていると報告を受け

ています。2012 年度は上記 2 品の連続受賞を目指すと共に、新たにプロポリス、

イチョウ葉エキスドリンクを出品し、商品ブランドを高め業績向上に結びつけてま

いります。このように当社の商品開発力は決して他社に引けを取りません。前回、

株主様へご紹介いたしましたエアーマスクや、4 月より当社が満を持して提供する

レスベラトロールなど期待の商品を多数開発しております。 
 

２． 昨年の９月よりマーケティング部から、定期的にご購入いただいているお客様へ

「健康幸せ便り」を発信しています。(同封いたしました資料をご参照下さい) 
この目的は、お客様に当社をご理解いただき継続した絆づくりを目指し、健康情

報やお客様の声、当社の取り組みや社員と部署の内容を紹介し、信頼され続けるた

めの企業価値向上の一環として取組んでおります。当社の強みの 1 つに、お客様の

声を社員が一軒一軒、直接、頂けることにあります。そのお客様の声を、便りに紹

介すると共に当社の健康情報サイト「もっと健康、ずっと幸せ。」（9383.jp）への

掲載や次なる商品開発の企画立案に活かしています。 
この便りはお客様からご好評をいただいていまして、社員からはお話をするきっ

かけづくりにもなり、コミュニケーションが更に深まるとの報告も受けています。

ここにも一方通行の情報提供ではない当社の強みがございます。 
是非、ご参照いただき当社のことを更に知っていただきたいと存じます。 
 

３． 昨年の 12 月より常備薬のダイレクトメールをお客様に発信しています。常備薬の

ご利用機会を増やし、業績を向上するための新たな取り組みです。（同封いたしま

した資料をご参照下さい） 
    これは CI プロジェクトから発案されマーケティング部と配置営業部が中心と 

なり新たな試みとして取組んでおります。配置営業部の社員が新規のお客様に対し

商品の説明をして興味のあるお客様に、さらにこの常備薬のダイレクトメールを送

る事によって、お客様のご理解、ご利用を高める取り組みです。季節に合わせ、春

先から初夏にかけては「花粉対策」の鼻炎薬や目薬、冬場はかぜ薬、夏バテや忘年

会・新年会シーズンの前は胃腸薬など、社員の説明（新規のお客様の絞込）⇒ダイ

レクトメールによるご案内⇒更に社員によるアフターフォローなどにより、新規の

お客様のご利用頻度を高め業績向上に取組んでまいります。 
    この手法は常備薬だけでなく健康食品や化粧品・日用雑貨など幅広い商品に応用

でき、当社の強みの「ふれあい業」とダイレクトメールによる情報提供の相乗効果

により、独自のビジネスモデルを構築してまいります。 
一風変わったダイレクトメールのデザインですので是非、ご覧下さい。（既にお気

づきになられている株主様もいらっしゃると存じますが、当社の赤い箱（救急箱）

をイメージしています） 



 
 
 

４． 本年の 4 月から全国展開をスタートする「飲料水宅配事業」により業績向上を計っ

てまいります。（同封いたしましたパンフレットの資料をご参照下さい） 
    これは当社のアクアマジック事業部と配置営業部をはじめとした関係部門長が 

メンバーとなり「アクアマジック One-Way プロジェクト」を設置し、社長の山田

正行をプロジェクトリーダとして全社で取組んでおります。この全国展開の  

「飲料水宅配事業」は以下の業績向上に向けての目的もあります。 
（1） 当社の常備薬事業のお客様への新規取引を増やすと共に、若い世代のご家族

の方々（若夫婦、ご子息様）に当社を知っていただき世代を超えて当社との

絆づくりを深めていく。 
（2） 全国展開のビジネスモデルを確立することによって、異業種他社とも業務提

携を可能にしていき、更にそこから当社の常備薬のお客様を増やしていく。

お客様と当社と異業種他社の三方に利益のある事業形態を構築していく。 
このように、当社は単に「飲料水宅配事業」のお客様を増やすことのみを目的にする

のではなく、当社のコア（中核）ビジネスである常備薬事業（配置営業部）や生活流

通事業部の取引先様などに提案し相乗効果をもたらし、さらに異業種他社との事業提

携も視野に入れ業績向上を計ってまいります。 
 

５． ＣＳＲ（企業の社会的責任）について資料をお送りいたします。（同封いたしまし

たパンフレットの資料をご参照下さい） 
   これは平成 22 年 5 月に定めました当社のＣＳＲ（企業の社会的責任）でございま

す。当社はコーポレート・ガバナンス（企業統治）の充実およびコンプライアンス

（法令その他の諸規則の遵守）に努めると共に、経営方針や同封しましたＣＳＲを

定め、これらに基づき経営の重要事項を決定しています。同封しましたＣＳＲの資

料には上記の内容が記載されていますので、是非ご参照下さい。 
 
 この他にも様々な取り組みを各部署並びにプロジェクトにおいて企画・立案され実行して

おります。当社はマーケティング部も含め、これらの活動経費を製造業の研究開発費のよう

な投資費用と位置づけています。 
 
当社は利益が創出できる基盤があればこそ、設備投資や研究開発、人材への投資が可能と

なり、それによって売上高が伸ばせられると考えています。このことからも、売上高を伸ば

して利益を上げるのではなく、利益を上げるからこそ（新たなる付加価値を創造し）売り上

げを伸ばすことができると考えます。何としても利益を上げることこそが、成長の第一歩と

当社は考えております。 
 
 
 
 



 
 
 
最後に当社の常備薬事業を中心としました成長戦略のイメージ図を添付いたします。 
異業種他社との業務提携や営業権の購入は別の成長戦略となりますのでご了承下さい。 
（画像が小さいので、わかりにくく申し訳ございません） 

 
 
 
 
今回、多くの資料をお送りしましてご迷惑されました株主様には誠に申し訳ございません。

深くお詫び申し上げます。当社に投資して頂ける株主様に、当社の取り組みの内容（一部で

恐縮ではございますが）をお伝え致したくお送りいたしました。 
 当社はこのような取り組みを継続して 1 つ 1 つ実行し更に次に繋げ、成果を 1 つ 1 つ積

上げ、幹のしっかりした企業風土をつくり上げてまいります。 
 
 株主の皆様には、何卒、当社の取り組みをご理解・ご支援賜りたくお願い申し上げます。 

敬具 
 

平成 24 年 3 月吉日 
株式会社 中京医薬品 代表取締役社長 山田正行 



東日本大震災復興支援に向けた当社の取り組み 

 
2011.07.20 復興支援「置き薬プログラム」をスタート 

当社は日本国際飢餓対策機構の震災被災者支援プログラムに参加し、避難所から仮設住宅などに入居さ

れた被災者の皆さんへの生活支援として「置き薬プログラム」を始めました。7 月 4 日に機構のスタッ

フと当社の仙台南営業所の担当者で、仙台若林区内の仮設住宅3ヶ所に出向き、一軒一軒に声をかけな

がら薬箱（※利用者は2年間無償利用・詳細下記）の設置をおすすめしました。仮設住宅に入居してお

られる被災者の方々に対して、風邪薬や胃腸薬、痛み止め、ガーゼ、マスク、目薬などの常備薬一式を

無償で提供するとともに、2 年間にわたり追加で使用する薬についても全て機構側で負担、被災者には

一切費用のかからないものとなっています。なお薬の補充は当社が定期的に訪問して行います。「薬が2
年間も無料で使えるのはありがたい。」「こんなに沢山の物資をいただくのは初めてです。ありがとう。」

薬箱や生活用品やパンの缶詰を受け取られた被災者の皆さんから喜びの声をたくさんいただくことがで

きました。7月になって各地の避難所から仮設住宅に入居される方々が増えてきています。「仮設に入れ

ばこれまでのように支援が受けられなくなり、生活していくことが不安です。」という声を聞く中で、こ

のプログラムが少しでも負担軽減になることを願います。 

  

 
2011.05.18 避難所となっている体育館などを訪問 

あおい輝彦さんや、宮城県の民謡歌手 庄司恵子さんと、当社仙台南営業所の社員 高橋および明珍が同

行し、２日間かけて宮城県各地で避難所となっている体育館などを訪れました。歌のプレゼントによる

励ましと、避難されてみえます皆さまに救援物資として当社の薬箱（赤い箱）と風邪薬などを贈らせて

いただきました。 

 

平成23年4月20日（水） 
・岩沼総合体育館 薬箱2つと、風邪薬など約600個  
・岩沼市民体育館 薬箱1つと、風邪薬など約100個  

裏面に続きます。 



・塩竈ガス体育館 薬箱2つと、風邪薬など約600個 
・老人介護施設萩の里 薬箱1つと、風邪薬など約500個 
平成23年4月21日（木） 
・六郷市民センター 薬箱2つと、風邪薬など約600個 
・若林体育館 薬箱2つと、風邪薬など約600個 
以上の通り、現地避難所のスタッフの皆さんをはじめ多くの方々のご尽力もあり、薬箱（赤い箱）は計

10箱、風邪薬などは約3千個お届けすることができました。ご協力いただきました皆さま有り難うござ

いました。 

   
 

2011.03.18 災害義援金寄付 

中京医薬品きずなASSISTは、きずなASSISTコンサートなどで集まった募金1,727,170円を、災害義

援金として中日新聞社会事業団を通じ被災地に送りました。 
 
2011.03.23 災害支援物資 

当社は、日本国際飢餓対策機構を通じ、以下の災害支援物資を被災地に送りました。 
・うがい薬 2,600個  ・手洗い消毒ジェル 3,400個 
・綿棒 30,000個    ・ドリンク剤 6,000本 
 
2011.03.24 ミネラルウォーターの災害緊急対応 

当社のミネラルウォーターの宅配事業部（アクアマジック事業部）では通常、愛知県・岐阜県・三重県

内の一部地域で当社指定のウォーターサーバーを設置していただいたお客様を対象にサービスを行って

おりますが、災害緊急対応として、東日本の方々にも水の宅配を実施しました。 
 
2011.03.31 災害支援物資の追加 

当社は、以下の災害支援物資を追加し、被災地に送りました。 
・手洗い消毒ジェル 1,700個 
 
2011.09.16 復興支援コンサートに参加 

当社は、一般財団法人 日本国際飢餓対策機構主催の復興支援コンサート「希望のコンサート」に参加し

ました。平成 23 年 9 月 13 日（火）、仙台国際センター・大ホールにて、東日本大震災の被災者の方々

をお招きしてクラシックや韓国の伝統音楽を聴いていただきました。ご来場者の方から「今後の復興に

希望を持つ事ができるコンサートだった」との評価をいただきました。※ご来場者数 188名 
 
当社は引き続き被災者の方々の支援を行ってまいります。                  

株式会社 中京医薬品 代表取締役社長 山田正行 
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